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平成 20 年度 市政懇談会（自治会長・納税組合長）議事録（概要） 

期  日：平成 20 年 4 月 21 日（月）午後 15 時 20 分～午後 16 時 50 分 
場  所： 南有馬町 原城オアシスセンター 
出席者数： ４２人 

質疑内容 回  答 回答者 

暫定税率失効に伴う市財源の影響に

ついて（下中谷自治会） 

道路特定財源は、本市の場合、具体的に列挙し

ますと、 

１）地方道路譲与税（国から直接交付） 

 ２）自動車重量譲与税（同上） 

 ３）自動車取得税交付金（県経由で交付） 

 ４）地方道路整備臨時交付金（国から補助金の

形で直接交付） 

の４種類が該当します。仮に暫定税率が復活せず

その代替措置もなければ、年間を通じて少なくと

も２億円以上の減収になるものと見込んでいま

す。 

しかしながら、国は道路特定財源の暫定税率切

れが確定したことを受け、地方自治体の減収への

対応方針を明らかにしました。特に自治体の減収

については、各団体の財政運営に支障が生じない

よう国の責任で適切な財源措置を講じる必要が

あるとして国の責任で適切な財源措置を講じる

方針を表明したところであります。 

ただ、具体的な財源措置の方法や金額は、地方

税や地方譲与税の減収幅のほか、国による補助・

直轄事業の取り扱いなどを見極めないと決めら

れないため、関連法案を再可決する時期など与党

の対応を注視しつつ、自治体の意見も踏まえなが

ら検討することとされておりますので、本市とし

ましては、その最終的な代替財源の手当が判明し

た後に、予算を補正すれば足りると考えておりま

す。なお、予算を凍結するとか執行を留保すると

いったことまで現時点においては考えておりま

せん。 

市 長 

少子高齢化対策について 

（下中谷自治会） 

少子高齢化対策は、南島原市単独の課題ではな

く、国を挙げて取り組むべき課題であり国におい

ても様々な施策の検討がされています。 

本市の場合においては、全体的な取り組みとし

企画振興

部長 
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て、総合計画の重点プロジェクトの一つである

「にこやか元気・ひまわり市民プロジェクト」と

して取り組みを実施します。 

具体的には、子どもを生み育てやすい環境づく

りや、高齢者・障害者が安心して暮らせる環境づ

くりを進めるため、福祉保健部、市民生活部、教

育委員会などがそれぞれに事業を実施するとと

もに、お互いが連携した取り組みを実施してまい

ります。 

事業内容につきましては、それぞれの所管課に

おいて実施しますので、詳しくは担当課にお尋ね

ください。 

農業後継者育成について 

         （下中谷自治会） 

農業後継者の育成については、「農業後継者育

成事業」及び「農業後継者組織支援事業」を実施

し、就農希望者の修学・研修、農業後継者組織の

活動への支援を行うとともに、農業改良普及セン

ターや農協と連携を取りながら、農業後継者の団

体が行うプロジェクト活動やイベント活動への

支援、就農者のフォローアップ活動の実施、親を

対象とした研修会、意見交換会を開催し家族経営

協定の推進を図ることにより、農業後継者の確

保、育成に務めております。 

また、新規就農者が組織する団体が、ハウス等

の農業生産設備を導入する場合は、事業採択要件

の緩和や有利な補助率などの支援を行っていま

す。 

農林水産

部長 

下水道浄化センターが一部地区供用

開始され１年過ぎました。下水道料金の

徴収も開始されると思います。下記２点

を質疑します。 

（１）現在までの加入戸数はいくらです

か？加入者が少なければ使用料

の値上げを計画しているか？ 

（２）地域住民に施設の見学会を行い、

同時に下水浄化の必要性を説明

すべきと思います。 

※地元川向自治会では見学を希望して

おります。（東川向自治会） 

(1)平成２０年３月末の大江処理区の接続対象

戸数は３５１戸で３月末現在の接続戸数は

１３３戸でありますが、大江地区全体の完成

までは約３年から４年かかる予定でありま

す。使用料につきましては、大江地区におき

ましては本年４月より徴収をいたしますの

で、１年後の決算状況等を見守っていきたい

と考えております。  

(2)旧口之津町では、婦人会の申し込みがあり施

設見学を実施いたしました。希望される自治

会及び団体があれば、申込書を準備しており

ますので、事前に提出して頂ければ御案内い

たします。 

水道部長 
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※5 月２０日に南有馬浄化センターの施設見学会

を実施しました。 

水道メーター検針日の変更回覧につ

いて 

検針日の変更を回覧する意味がわか

りません。各自治会では数枚ですが全自

治会では何千枚となり紙や労力の無駄

と思っています。 

大半の者は検針日に目を止めて無い

と思う。何枚回覧しなければならないの

か理由を知りたい。（東川向自治会） 

水道メーター検針日の変更につきましては、各

旧町それぞれ検針日が異なっており、検針日の統

一を図るために約一年間で調整をしました。 

回覧を行なった理由としましては、検針日が数

日変わるため使用者にお知らせをいたしたとこ

ろです。 

ご質問のとおり、毎月回覧をお願いしておりま

したが、南有馬町は３月をもって調整が終了いた

しました。御協力ありがとうございました。 

水道部長 

市の名称について 

南島原市が発足して２年を迎えます

が、島原市の附属都市のように思われて

います。島原市が工業、産業都市でベッ

ドタウンとして周辺の町の人口が増加

するのであれば南島原の名称でよいと

思う。広域に８町合併しているのだか

ら、独自の名称で全国に知ってもらう必

要があると考えます。（東川向自治会） 

ご承知と思いますが、「南島原市」の名称は、

全国的に公募し、応募された名称を合併協議会の

「新市名称候補選定小委員会」を経て、最終的に

合併協議会で決定されたところです。 

市の名称については、それぞれに思いがあると

思いますが、名称決定に至る経緯の重み、また、

名称を変更することによる経費や多方面への大

きな影響などを考慮すれば、簡単に名称変更する

ことは現実的でないと思われます。 

市 長 

今説明しましたけども、公募して、そして名称

決定委員会を、副市長が知っているようです。 

市 長 なぜ南島原市になったのでしょうか。

（東川向自治会） 
 
 

その当時、合併協議会の会長をしておりまし

た。その件の事情というのは、全国に広く公募し、

全国から相当の応募がございました。その中で最

終的には委員会の中で選考して、南島原市と原城

市と、２つが残ったわけです。少しの差で南島原

市に決定したことを記憶しております。 

副市長 

総合健診について（大河内自治会） 今年の住民健診は６月２０日から予定してい

ます。南有馬町につきましては９月１０日から１

５日まで集団健診を６日間、原城オアシスセンタ

ーで予定しています。このうちの３日間、午前中

に胃ガン、腹部エコーを含めた総合健診を予定し

ています。なお、午後開催の６日間は胃、腹部エ

コーを除くガン検診と特定健診を併せた健診に

なります。他、婦人ガン、骨粗しょう症検診は別

日程の１１月２７，２８日を予定しています。 

健診の詳細につきましては、５月中に自治会長

さんを通じて、個人宛に健診の案内を送付しま

市民生活

部長 
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す。 

電 話 番 号 （ ０ ５ ０ ） に つ い て    

（大河内自治会） 

旧町時代よりも電話番号の桁が多くなって、覚

えにくいということではないかと思いますが、ご

承知のとおり南島原市は、八町が合併してそれぞ

れに総合支所があります。 

 IP 電話の導入により、本庁・各総合支所間の連

絡も内線電話でつなぐことができ、通話料が無料

になるため、電話料の経費が節約できます。ご迷

惑をおかけすると思いますが、ご理解いただきま

すようお願いします。 

企画振興

部長 

電話番号について、全部の町が、南島

原全部が「050」になっているのでしょ

うか。お伺いしたいと思います。 

（大河内自治会） 

先ほど申しましたように、本庁、支所すべて

「050」という電話番号になっております。 

 

 

企画振興

部長 

口之津あたりも「050」でしょうか。

（大河内自治会） 

 

基本的には全本庁、全支所、それから施設や学

校、公民館とかそういった施設も「050」という

電話番号に統一しております。 

企画振興

部長 

先ほど説明がありました、交付金につ

いてお尋ねと要望をいたします。 
 今までは交付金は、各自治会に交付さ

れ、それをどう使ったのか報告するだけ

でよかったわけです。今度は申請しなけ

ればもらえないとなると、自治会長の仕

事は大変なことになると思います。その

お金をもらうために色々と計画しなけ

ればならない。あまり仕事が多すぎれば

自治会長をする人がいなくなるんじゃ

ないか。できるだけ自治会長の仕事を簡

潔にしていただきたい。申請しなければ

もらえなくなるのか、今までどおりに報

告するだけにしていただけないものか、

質問をいたします。（田町自治会） 
 
 
 

平成１９年度までの納税組合に対する交付金

については、自治会長会議で説明をいたしました

が、そのあり方自体に問題があるということで、

廃止の方向で検討してきました。 
制度を廃止すると当然交付金は出せなくなり、

そうすると自治会の運営ができなくなりますの

で、なんとか同じように自治会に助成する方法は

ないのかとして、自治会活動補助金を制度化しま

した。 
この補助金については、間口を大きく広げて、

自治会のコミュニケーションを図る、自治会とし

て従前やっていた内容等は、基本的には適用する

よう考えております。また、申請はできるだけ簡

潔に、精算も簡潔にできるよう配慮したいと思い

ます。どの補助金が該当するのか、お聞きした中

で特殊な例がないのか、それをまとめた一覧表な

ものを作成したいと思います。それを７月の上旬

頃に皆さんのところにお伺いいたしまして、聞き

取りをしながら申請の仕方や精算書の作成方法

の説明会を開催する予定です。この補助金は、１

９年度の納税成績率が確定後、前渡しをして年度

末に精算をすることとなります。決してご迷惑を

企画振興

部長 
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おかけすることはないと思います。 
今年、原城祭に参加して、ボランティ

アの方が一生懸命に頑張ってあれだけ

の祭りをなされたのに、なんか盛り上が

りがなかったように感じました。従来の

ようなお祭り的なものも必要ではない

でしょうか。そのために予算を取っても

らって、去年のイベント内容に、あの夜

のキャンドルだと私はすごく盛り上が

るのではないかと思います。 
せっかくボランティアの方があれだ

け一生懸命やられたのに、子どもたちの

参加も少なかったし、夜だから仕方ない

と思うんですけど、知名度を上げるため

にはお祭り的な事も必要ではないので

しょうか。 
（上坊目木自治会） 

 おっしゃるとおりだと思います。冒頭に言うべ

きことだったんですが、原城一揆まつり実行委員

会の内山会長さんをはじめ、多くのボランティア

の皆さん方本当にありがとうございました。 
昨年と違い、非常に工夫を凝らしてあって、また

皆さん方一生懸命にやっていただき本当にあり

がとうございました。 
今後どうやって原城を売り出していくのか、も

うちょっと盛り上がりをということでご指摘を

いただきました。どのような形でやっていくか、

少ない予算の中でどうやって盛り上げていくの

か。世界遺産登録に向けて原城を中心にやってい

かなければいけません。日本中が注目するような

形を何かないかと今一生懸命知恵を絞っている

ところです。どうぞもうしばらく待っていただけ

ないでしょうか。 

市 長 

削るところは削っていいのですが、そ

ういうところはいっぱい使ってくださ

い。原城は暫定リストにも載ったし、こ

の原城というのはみんなが来て感じて

くれないと何にもないところです。 
市外から来たら「こんなところが本当

に暫定リストに載ったのか」という思い

になります。そのためには内山さんたち

が一生懸命ガイドをやっているという

のが一番世界遺産に向けての活動だと

思います。 
あそこは歴史を感じてもらわないと

何もないところです。だからそのために

は、北有馬と南有馬と口之津の南蛮船渡

来をストーリー的に繋げていかないと

いけないと私は思います。 
（上坊目木自治会） 

 いいヒントをいただきまして、ありがとうござ

いました。 
市 長 

ここに「協働のまちづくり」とありま

すが、この「協働」という言葉は行政側

から言う言葉ですか。いつも私は「協働」

といいながら、民の方から言った事に対

してあまり振り向いてくれません。「協

おっしゃるとおりだと思います。申し訳ござい

ません。 
これから先一緒になってやっていかないとどう

しようもない状況が多々見られます。よく指導し

てそれぞれの職員、よく私は部長会議等の幹部会

市 長 



 6 

働」ということを行政側から言われので

はなくて、民の方にもっと積極的に協力

していくことが必要と思います。 
行政の方もいえば市民なのですから。そ

のことを考えていただいて、合併したか

らといって、たとえば南有馬庁舎は教育

委員会の本所、建設部の本所があります

が、何かをする時支所の少ない人たちし

か出てきません。他の部署に行ってる南

有馬の人たちが来てくれるのは当たり

前ですが。南有馬の本所におられる方も

そういう時にでも一緒になって汗を流

していただくのが「協働」じゃないかな

という感じがします。どうでしょうか。

（砂原自治会） 

で言います。「市役所は市民の皆様方の役に立つ

人のいる場所だ」と、「お役にどうしたら立てる

かというような考えを常に持て」と言っておりま

す。そのことが市民の皆さんが期待することにつ

ながっていくと思います。出来るだけ一緒にやっ

ていくようにしたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いします。 
 

この間、島根県の海士町の若者の話し

を聞く機会がありました。そこで感じた

のが、若者の I ターンを一生懸命呼び込

んで町づくりをしようという話しを聞

いて、なるほどという思いがしました。

それは、I ターンで帰ってくる人たちが

すべて高学歴の若者たち。すごいなと思

いました。しかし、南島原市では高学歴

はみんな外へ出て行く。ぜひ高学歴を呼

び止める政策をやってほしい。なにか起

業するという若者がいたら、起業支援セ

ンターでも作って、若者に南島原市に残

っていろいろな会社でもなんでもいい

から作り上げて、若者を支援するような

システムを作ってほしいと思います。議

員の皆さんも海士町に視察に行かれた

らと思います。 
（上坊目木自治会） 

人口が一気に増える方策は、なかなかできるも

のではありません。ましてや行政が音頭を取った

から必ず出来るというものではございません。 
先ほどの協働行政ではありませんが、行政は行

政の立場で、また、受け入れをする体制側の準備

も必要であります。現在、それぞれの業種で体験

を受け入れていただく団体も育ってきておりま

す。そのような方々と連携を取りながら、一人で

も市においでいただく、定住いただくことが、少

子高齢化対策の地道な一歩だと思います。 
企業については、まず企業誘致の推進条例を作

っております。現状では企業誘致、地場企業の拡

大に対する優遇の条例を議会で制定していただ

きまして、道路交通網の整備等で大企業の誘致は

なかなかむずかしいのですが、そのような条件を

あまり配慮しなくてもよい高度情報化関係の企

業や常時輸送形態をとらなくていい企業に対し

ての働きかけをしています。そのような企業情報

については東京に駐在員を選任し、委託しており

ます。 
質問された、潜在的な能力はあって、ただし資

金などがないが、アイデアは十分持っておられる

可能性があるといった起業家に対する支援につ

いては、今後は十分検討させていただいて、どう

企画振興

部長 
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いった支援体制ができるのか、内部で協議をさせ

ていただきたいと思います。 
 自治会長研修についてお願いをして

おりましたが、先進市を実際にその場に

行ってみないと、勉強にはならないので

はないかと私は思います。財政の問題も

あるかと思いますが、大いに使って、絞

るところを大いに絞っていいと思いま

す。私たち自治会長も全国を飛び回っ

て、どのようなまちづくりをしているの

か参考にしてしたほうがいいと思いま

す。自治会長研修の実施を是非お願いし

ます。（大河内自治会） 

 自治会が市に４２６ございます。そういうこと

で旧町時代は各代表の方が研修で補助をしてい

た町があったかと思います。今のところ各種委員

さんの自主研修については、予算化はむずかしい

と思います。各議員さんについても自主研修につ

いては予算化しておりません。その点ご了承くだ

さい。しばらく辛抱していただくほかないのかな

と思います。 
 

総務部長 

 世界遺産についてお尋ねします。世界

遺産、南有馬、北有馬、西有家とそれぞ

れ立派な史跡があるわけですけど、市で

は世界遺産の推進室を作られ、今後どん

どん作業をされていくと思いますが、ど

うも他人事みたいな感じがします。 
今年は追悼慰霊という形でキャンド

ルをしたんですけど、このように市民が

遺産を大切に思っていることが、世界遺

産登録につながっていくと思うので、も

う少し関心を持っていただきたい。それ

から学校関係にお願いしに行っても、す

ぐ「いいですよ」と言ってくれる学校が

ありません。やはり子どもたちに伝えて

いくためには、地元の人たちがどういう

ことを考え、どんな活動をしているのか

知らせることが大切と思います。学校だ

けの教育だけでなく現場の教育も大切

ではないかと思います。 
もう少し子どもたち、地域の皆さん方

に真剣に考えてもらうために、南島原市

全体にもっと取り組みを知らしめてい

ただきたいと思います。 
（砂原自治会） 

 世界遺産の推進につきましては、4 月 7 日に市

長を本部長に推進本部を立ち上げました。その下

部組織として、全庁的な市役所の職員で組織する

幹事会を組織いたしました。その中で、市民の

方々と一緒になった取り組みを検討してまいり

たいと思います。本年度、約 5 千万円の予算を登

録推進のために計上しておりますけれども、特に

PR についても積極的な広報活動を行っていきた

いと思っておりますし、それから中学生が主催す

るようなシンポジウムというのも計画をしてお

ります。市民に対する歴史文化ツアー、歴史講座、

史跡を見て回る史跡ツアーなどを計画しており

ます。具体的な取り組みを今後進めてまいります

ので、ご協力をお願いします。 
 

教育次長 
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 いろいろな施策をしていただいて、それ

をもっとメディアに訴えていただきたい

し、メディアに取り上げてくれると回りが

関心を持ってくれますので、もっと PR を

よろしくお願いします。（砂原自治会） 
 

 市の秘書広報課に情報を一旦流して、すべて

の新聞、テレビ局、地元の有線テレビ局、そう

いうところにイベント・行事などの情報を流し

ております。そういった形で取り上げていただ

いて、特に記事として扱っていただき、マスコ

ミを有効的に活用していきたいと思っており

ます。いろいろなご提案をしていただきありが

とうございます。今後ともよろしくお願いいた

します。 

教育次長 

 私が今日来て感じたことが、一生懸命地

産地消しようと言いながら、よそのお茶が

出てきたというのは、私は非常に不満です。

県内のお茶を使うとか、市全体で地産地消

をしましょうと訴えていくのが当たり前だ

と思います。（上坊目木自治会） 

 今後、産地化されたもの、出来れば安くてう

まいものをと考えています。すべてにおいてア

ンテナを張って、地産地消を推進していきたい

と考えています。どうか今回はご容赦下さい。 
 

総務部長 


